
 

下水処理場脱水汚泥収集運搬業務委託 

（Ｒ８．２～Ｒ９．３再資源化その２）仕様書  

 

第１節  一般事項  

 （趣旨）  

第１条  この仕様書は、香東川浄化センター及び東部下水処理場（以下「香東

川浄化センター等」という。）の脱水汚泥の収集運搬業務を適正かつ円滑に実

施するため、業務の内容等を定めるものである。  

 （業務の履行義務）  

第２条  受注者は、香東川浄化センター等において発生した脱水汚泥を適切に

収集運搬できるよう、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律

１３７号。以下「廃棄物処理法」という。）、契約書、仕様書、下水道維持管

理指針（日本下水道協会）、その他関係書類に基づき、環境を十分考慮し、最

も安全な方法により業務を履行するとともに、業務の完了について、財政上

及び法律上の全ての責任を負うものとする。  

 （業務の内容）  

第３条  業務の内容は、次のとおりとする。  

 (１ ) 脱水汚泥収集運搬業務  

香東川浄化センター等から脱水汚泥の再資源化処理業務を行う施設まで

の収集運搬業務  

 (２ ) 産業廃棄物管理票等の記入及び発注者への送付  

 (３ ) 業務完了報告書の作成  

毎月、業務が完了した後、直ちに業務完了報告書を作成し、発注者へ送

付しなければならない。  

 （業務管理）  

第４条  受注者は、いかなる場合でも業務に必要な従業員等を確保し、委託業

務に支障を来さないよう努めるとともに、従業員の労務管理、安全管理、保

健衛生管理等に十分注意を払わなければならない。  

 （関係法令の遵守）  

第５条  受注者は、業務の履行に当たり、下水道法、廃棄物処理法、関連各自
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治体の産業廃棄物処理等指導要領、その他関係法令を遵守し、業務の円滑な

進行を図り、誠実かつ完全な履行をするとともに、これらの法令等の適用運

営は、受注者の負担と責任において行わなければならない。  

 （労働関係法規の遵守及び適正な雇用条件の確保）  

第６条  受注者は、業務の履行に当たり、労働基準法、労働安全衛生法ほか労

働関係法規を遵守するとともに、従事労働者に係る適正な雇用条件の確保に

努めなければならない。  

(１ ) 所定労働時間については、労働基準法に基づき、業務の実施に当たって

は、就労の実態を踏まえ、完全週休２日制の導入や１日の労働時間を縮減

する等、法定労働時間の週４０時間（特例措置の適用を受ける事業にあっ

ては、週４４時間）を遵守すること。  

   また、時間外、休日及び深夜（午後１０時から翌日の午前５時まで）に、

労働させた場合においては、同法に定める率の割増賃金を支払うこと。  

(２ ) 雇入れの日から起算して６か月間継続勤務し、全労働日の８割以上出勤

した労働者に対して、最低１０日の年次有給休暇を付与すること。いわゆ

るパートタイム労働者についても、所定労働日数に応じて年次有給休暇を

付与すること。  

(３ ) 労働者の雇入れに当たっては、賃金、労働時間その他の労働条件を明示

した書面を交付すること。  

(４ ) 賃金は毎月１回以上、一定の期日にその全額を直接、労働者に支払うこ

と。支払の遅延等の事態が起こらないよう十分配慮すること。賃金につい

ては、最低賃金法の定めるところにより最低賃金額以上の額を支払うこと。 

(５ ) 労働保険はもとより、労働者の福祉の増進のため健康保険及び厚生年金

保険は法令に従い加入すること。なお、健康保険及び厚生年金保険の適用

を受けない労働者に対しても、国民健康保険及び国民年金に加入するよう

指導すること。  

 （業務上の留意事項）  

第７条  受注者は、発注者の脱水機の運転業務に支障を来さないよう、発注者

の勤務時間内に脱水汚泥を積み込み、搬出しなければならない。ただし、発
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注者の指示があったときには、この限りでない。  

 （施設の保全）  

第８条  受注者は、発注者の既設構造物を汚染し、又はこれらに損害を与えた

ときは、受注者の責任と費用負担で復旧しなければならない。  

 （安全管理）  

第９条  受注者は、業務の履行に当たり、常に細心の注意を払い労働安全衛生

法、労働基準法、その他関係法令を遵守し、公衆及び従業員の安全を図らな

ければならない。  

２  受注者の作業従事者は、ヘルメット、安全靴等を着用し、安全に作業を実

施するとともに、もし、人身事故などが発生した場合は、速やかに発注者に

報告しなければならない。  

 （下水処理場内の運転）  

第１０条  香東川浄化センター等処理場内の運転については、徐行運転とし、

アスファルト、コンクリート等を損傷しないよう、十分注意を払わなければ

ならない。  

 （事故防止）  

第１１条  受注者は、火気の取扱い、関係者以外の立入りについて十分注意し、

事故のないよう努めなければならない。  

 （緊急事態発生時の処置）  

第１２条  受注者は、大雨、台風、重大事故等の緊急事態に備えて非常呼出し

に応じられる連絡体制を確立し、所要の人数を直ちに現場に配置し、応急処

理その他適切な処置がとれるよう準備をしておかなければならない。  

 （収集運搬の変更）  

第１３条  発注者は、受注者が行う収集運搬業務が環境上又は安全上適切でな

いと判断したときは、収集運搬方法の変更を求めることができる。また、受

注者はこれに従わなければならない。  

 （検収）  

第１４条  業務対象の脱水汚泥数量の検収は、発注者又は下水処理場等運転維

持管理業務における受注者（以下「発注者等」という。）と受注者の立会の下
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に、香東川浄化センター等に設置している脱水汚泥貯留ホッパ重量計の指示

値を記載した１次マニフェスト（産業廃棄物管理票）によるものとする。ま

た、積込量及び積込時間は発注者の指示によるものとする。  

２  発注者は、本業務の履行確認を、業務完了報告書及び１次マニフェスト（産

業廃棄物管理票）Ｂ票に基づいて行う。  

 （産業廃棄物管理票）  

第１５条  発注者等は、脱水汚泥の搬出の都度、産業廃棄物管理票に必要事項

を記入して受注者に交付する。  

 （資格を要する業務）  

第１６条  受注者は、法令等で規定する資格を必要とする業務には、常時有資

格者を従事させなければならない。  

 （疑義等の解釈）  

第１７条  本仕様書に定める事項について、疑義が生じた場合は、両者協議の

上、決定する。   



5 

 

第２節  特記事項  

 （収集運搬の条件）  

第１８条   収集運搬の条件は、次のとおりとする。  

１  香東川浄化センター  

廃棄物の種類  

汚泥（未消化脱水汚泥）  

 含水率７０％程度  

 有機分８９％程度  

 脱水には高分子凝集剤を使用  

汚泥発生量  ２．３ｔ／ｈ程度（脱水機２台運転時）  

汚泥搬出量  

通常１７．９ｔ／日程度  

 予定数量５，９００ｔ（汚泥の発生量は減少又は

増加するため、数量を保証するものではない。）  

汚泥収集場所  
香東川浄化センター内  

 高松市香西本町７６２番地  

運搬区間  

香東川浄化センター  

高松市香西本町７６２番地  から  

 脱水汚泥の処理業務を行う施設  まで  

搬出設備  

脱水汚泥貯留ホッパ  ２基  

形式  角形鋼板製ホッパ  

容量  ２基共に９ｔ（１２㎥）  

ホッパ底部までの地上高  ２基共に３．８３ｍ  

ホッパ下の道幅  ２基共に４．０ｍ  

汚泥収集日  

令和８年２月１日から令和９年１月３１日までの

うち、発注者が指定する期間で、原則毎日搬出。（日

曜日を除く。）  

汚泥収集時間  
通常時  

午前８時３０分から午後５時まで  
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２  東部下水処理場  

廃棄物の種類  

汚泥（消化脱水汚泥）  

含水率７５％程度  

有機分７９％程度  

脱水には高分子凝集剤を使用  

汚泥発生量  ４．５～６ｔ／ｈ程度  

汚泥搬出量  

通常３５ｔ／日程度  

予定数量０ｔ  

（予期せぬ事情により、搬出の可能性あり。）  

汚泥収集場所  
高松市東部下水処理場内  

高松市屋島西町２３６６番地６  

運搬区間  

東部下水処理場  

高松市屋島西町２３６６番地６  から  

脱水汚泥の処理業務を行う施設  まで  

搬出設備  

脱水汚泥貯留ホッパ  ５基  

形式  角錘形ホッパ  容量  

１－№１、２：１０ｔ  ／２－№１、２、３：  

１５ｔ  

ホッパ底部までの地上高  

１－№１、２：３．７ｍ／２－№１、２、３：

４．２ｍ  

ホッパ下の道幅  

１－№１、２：４．６ｍ／２－№１、２、３：

４．１ｍ  

汚泥収集日  
令和８年２月１日から令和９年１月３１日までの

うち、発注者が指定する期間。（日曜日を除く。）  

汚泥収集時間  
通常時  

午前８時３０分から午後５時まで  
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（脱水汚泥の検査結果）  

第１９条  下水処理場水質及び汚泥分析結果は、次のとおり。  



8 

 

 



9 

 

 



10 

 

 

ダイオキシン類濃度測定分析結果（脱水ケーキ）

1 　　香東川浄化センター

検査の対象 検査結果 単位 検査方法

Total ダイオキシン類　実測濃度 0.91 ng/g 厚生省告示第192号(平成4年7月3日)

Total ダイオキシン類　毒性当量 0.0023 ng-TEQ/g 最終改正：環境省告示第46号(平成31年3月20日)

2 　　東部下水処理場

検査の対象 検査結果 単位 検査方法

Total ダイオキシン類　実測濃度 3.1 ng/g 厚生省告示第192号(平成4年7月3日)

Total ダイオキシン類　毒性当量 0.0036 ng-TEQ/g 最終改正：環境省告示第46号(平成31年3月20日)

※分析については、計量証明事業登録業者に委託した結果です。

採取日：令和６年１０月２９日

採取日：令和６年１０月２９日


